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今号の主な内容

▽
福
岡
さ
く
ら
の
会
が
ベ
ニ
ヤ
エ
シ
ダ
レ

　

ザ
ク
ラ
を
寄
贈
＝
２
面

▽
韓
国
の
テ
レ
ビ
局
が
玄
洋
社
墓
地
な
ど

　

取
材
＝
２
面

▽
日
中
歴
史
共
同
研
究
で
「
廣
田
弘
毅
先

　

生
は
日
中
関
係
の
改
善
に
努
力
」
＝
３
面

▽
賛
助
会
員
芳
名
録
＝
３
面

周辺の整備で存在感がいっそう増した進藤先生の顕彰銅像

歩道設け周辺を整備

り
過
ぎ
る
人
が
多
か
っ
た
が
、

整
備
が
終
わ
っ
て
か
ら
は
来
館

者
の
多
く
が
銅
像
に
目
を
向
け

て
い
る
。

　
「
進
藤
先
生
に
大
変
お
世
話

に
な
っ
た
」
と
い
う
方
の
「
井

戸
の
水
を
飲
む
も
の
は
、
井
戸

を
掘
っ
た
人
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
」
と
い
う
志
か
ら
整
備
は

行
わ
れ
た
。　
　
　

　

没
後
十
七
年
余
が
過
ぎ
た
が

道
路
拡
幅
で
伐
採
さ
れ
る
は
ず

だ
っ
た
桜
を
、
市
民
の
願
い
を

知
っ
て
救
っ
た
「
桧
原
桜
」
の

逸
話
に
象
徴
さ
れ
る
「
市
民
の

父
」
と
慕
わ
れ
た
進
藤
先
生
の

慈
愛
あ
ふ
れ
る
市
政
が
、
改
め

て
市
民
の
胸
に
よ
み
が
え
る
こ

と
だ
ろ
う
。

　

福
岡
市
美
術
館
は
、
四
期

十
四
年
に
わ
た
る
市
長
職
を
引

退
後
の
進
藤
先
生
が
館
長
を
務

め
ら
れ
た
、
進
藤
先
生
ゆ
か
り

の
施
設
。
銅
像
は
九
州
造
形
短

期
大
学
名
誉
教
授
で
彫
刻
家
の

木
戸
龍
一
氏
の
作
。
青
銅
製
全

身
座
像
で
高
さ
が
台
座
を
含
め

て
二・四
五
㍍
あ
る
。

　

社
団
法
人
玄
洋
社
記
念
館
の

創
設
者
で
、
元
福
岡
市
長
、
福

岡
市
名
誉
市
民
の
進
藤
一
馬
先

生
の
顕
彰
銅
像
の
周
辺
が
整
備

さ
れ
た
。（
２
面
に
関
連
記
事
）

　

顕
彰
銅
像
は
、
福
岡
市
美
術

館（
同
市
中
央
区
大
濠
公
園
一
）

の
芝
生
を
張
っ
た
前
庭
に
建
立

さ
れ
て
い
る
。
十
七
年
前
の
平

成
五
年
一
月
十
八
日
に
除
幕
さ

れ
た
。
そ
の
後
の
歳
月
の
経
過

で
周
囲
の
樹
木
や
生
け
垣
が
成

長
し
、
最
近
は
、
美
術
館
へ
の

通
路
か
ら
は
目
に
付
き
に
く
く

な
っ
て
い
た
。

　

整
備
で
は
、
通
路
か
ら
銅
像

ま
で
の
約
十
二
㍍
に
、約
一・五

㍍
の
幅
で
御
影
石
張
り
の
歩
道

を
設
け
、
銅
像
の
台
座
の
周
囲

も
横
約
四・
五
㍍
、
縦
約
五
㍍

の
範
囲
に
御
影
石
を
張
っ
た
。

銅
像
の
前
か
ら
、
裏
に
回
っ
て

碑
文
も
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
と
い
う
配
慮
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
銅
像
を
覆
う
よ
う
に

茂
っ
て
い
た
ヤ
マ
モ
モ
の
木
は

通
路
を
隔
て
た
美
術
館
事
務
棟

側
に
移
植
さ
れ
、
他
の
樹
木
も

枝
抜
き
が
施
さ
れ
て
、
生
け
垣

の
せ
ん
定
も
行
わ
れ
た
。

　

整
備
は
一
月
二
十
五
日
に
始

ま
り
二
月
十
七
日
に
完
了
し

た
。

　

通
路
か
ら
の
銅
像
の
見
通
し

が
見
違
え
る
よ
う
に
よ
く
な
っ

た
。
従
来
は
美
術
館
を
訪
れ
て

も
銅
像
の
存
在
に
気
付
か
ず
通

来
館
者
の
親
し
み
さ
ら
に

進藤先生の顕彰銅像

福岡市美術館前庭

整
備
前
の
顕
彰
銅
像
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或
時
先
生
の
お
供
を
し
て
大
原
義
剛
と
私
の
三
人
で
熊
本

の
佐
々
友
房
さ
ん
を
訪
ね
、
或
る
料
理
屋
に
招
待
さ
れ
た
事

が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
案
内
さ
れ
た
料
理
屋
の
二
階
の
一
間

に
入
る
と
直
ぐ
に
床
の
間
を
背
に
し
て
座
を
占
め
、
大
原
を

傍
ら
に
呼
ん
で
、

　
「
吾
々
は
客
に
呼
ば
れ
た
の
だ
か
ら
貴
様
も
正
面
に
座
っ

て
居
れ
。」

　

と
言
う
て
大
い
に
威
を
作
っ
て
居
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

一
方
進
藤
先
生
は
二
階
の
階
段
を
上
っ
た
所
の
上
り
口
に
静

か
に
座
っ
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
し
た
。
や
が
て
佐
々
さ

ん
を
は
じ
め
安
達
謙
藏
等
の
錚
々
た
る
壯
士
豪
傑
連
中
が

参
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
一
同
鄭
重
に
進
藤
先
生
に
挨
拶

を
し
先
生
を
中
心
に
座
を
占
め
て
居
っ
て
吾
々
を
気
に
も
か

け
な
い
風
で
あ
り
ま
し
た
。

　

吾
々
は
熊
本
壯
士
に
負
け
る
も
の
か
と
気
負
ふ
て
居
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
が
、
遂
に
先
生
の
徳
に
及
ば
ず
大
恥
を
か
い

た
の
で
あ
り
ま
し
て
先
生
は
此
の
様
に
気
取
り
の
な
い
方
で

あ
り
な
が
ら
深
く
尊
敬
さ
れ
た
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
。

　

天
下
が
先
生
の
功
績
を
知
っ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
人
格
、
風
凮
、
挙
動
に
ほ
こ
ら
し
い
所
が
一
切
な

く
、
己
を
空
し
う
し
て
他
を
推
す
先
生
の
眞
面
目
は
私
が
最

も
敬
服
し
て
居
っ
た
点
で
あ
り
ま
し
て
、
先
生
は
深
い
深
い

人
格
の
方
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。（
こ
の
項
終
わ
り
）

　
　
　
　
　
　
　

◇              

◇

　

※
進
藤
喜
平
太
の
思
い
出
・
第
２
部
「『
追
悼
録
』
か
ら
」

は
、
末
永
節
先
生
の
項
を
今
号
で
終
わ
り
、
次
号
か
ら
葛
生

能
久
先
生
の
「
進
藤
喜
平
太
先
生
追
懐
談
」
を
掲
載
し
ま
す
。

進
藤
喜
平
太
の
思
い
出
・
第
２
部

「
追
悼
録
」か
ら

進
藤　

喜
平
太
先
生    　
末
永　

節
（
談
）

玄　　　　　　　　　洋平成２２年４月１日 第　１０６　号（２）
　

韓
国
の
テ
レ
ビ
局
Ｋ
Ｂ
Ｓ

（
韓
国
放
送
公
社
）
の
取
材
班

が
、
昨
年
十
二
月
十
九
日
、

崇
福
寺
（
福
岡
市
博
多
区
千
代

四
丁
目
）
内
の
玄
洋
社
墓
地
を

撮
影
、
取
材
し
た
。

　

取
材
班
は
沈
光
欽
（
シ
ム
・

カ
ン
フ
ム
）
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
カ
メ
ラ
マ
ン
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
三
人
。Ｋ
Ｂ
Ｓ
が
、

今
年
一
月
に
放
送
し
た
Ｋ
Ｂ
Ｓ

歴
史
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
一
〇
〇
年

ぶ
り
の
追
跡
…
」
の
取
材
だ
っ

た
。

　

同
番
組
は
、
明
治
二
十
八
年

（
一
八
九
五
）
十
月
八
日
に
当

時
の
朝
鮮
で
起
き
た
王
妃
・
閔

妃
（
ビ
ン
ヒ
）
の
暗
殺
事
件
で

あ
る
「
乙
未
事
件
」、
日
本
で

い
う
「
閔
妃
事
件
」
が
テ
ー
マ
。

事
件
に
加
わ
っ
た
朝
鮮
訓
練
隊

の
大
隊
長
、
兎
範
善
が
、
日
本

に
亡
命
し
て
八
年
後
の
明
治

三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
広

島
で
朝
鮮
人
亡
命
者
、
高
永
根

に
殺
害
さ
れ
た
こ
と
を
底
流

に
、
二
人
が
な
ぜ
日
本
に
亡
命

し
、
亡
命
先
で
殺
し
、
殺
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
を

追
跡
す
る
中
で
、
未
だ
に
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
事
件
の
真

相
に
迫
る
、
と
い
う
も
の
。

　

同
事
件
に
は
月
成
光
と
藤
勝

顕
の
二
人
の
玄
洋
社
員
も
加

わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
日

の
取
材
と
な
っ
た
。

　

取
材
班
は
墓
地
の
情
景
や
墓

地
に
建
つ
「
玄
洋
社
員
銘
塔
」

な
ど
を
撮
影
し
た
。

　

こ
の
あ
と
取
材
班
は
、
同
区

上
川
端
の
櫛
田
神
社
を
訪
れ
、

藤
が
奉
納
し
た
日
本
刀
を
取
材

し
た
。

　

藤
は
高
場
乱
の
興
志
塾
の
門

下
生
。
石
瀧
豊
美
氏
が
著
し
た

「
玄
洋
社
発
掘
」
増
補
版
に
よ

る
と
、
藤
は
、
事
件
の
犠
牲
者

の
冥
福
を
祈
っ
て
、
福
岡
藩
の

勤
王
派
家
老
、
加
藤
司
書
公
の

菩
提
寺
の
「
節
信
院
」
に
子
安

観
音
像
を
建
立
し
た
。
藤
が
閔

妃
に
似
せ
て
下
絵
を
描
き
銅
像

と
し
て
作
成
さ
れ
た
が
、
戦
時

中
に
供
出
さ
れ
た
。
戦
後
、
石

像
で
再
建
さ
れ
た
。　

　

取
材
班
は
前
日
は
熊
本
市
を

訪
れ
る
な
ど
、
国
内
の
同
事
件

ゆ
か
り
の
地
を
取
材
し
た
。

　

改
修
し
て
い
た
中
野
正
剛
先

生
ゆ
か
り
の
鳥
飼
八
幡
宮
＝
福

岡
市
中
央
区
今
川
二
＝
の
社
務

所
が
昨
年
末
、
完
成
し
た
。

　

モ
ダ
ン
な
設
計
で
、
お
札
授

与
所
も
見
違
え
る
よ
う
に
明
る

く
な
っ
た
。

　

山
内
勝
二
郎
宮
司
は
「
初
も

う
で
の
参
詣
者
に
も
好
評
で
し

た
」
と
喜
び
の
表
情
。
境
内
の

樹
木
も
手
入
れ
さ
れ
た
。

韓
国
Ｋ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ

玄
洋
社
墓
地
を
取
材

閔
妃
事
件
の
真
相
求
め玄洋社墓地を撮影するＫＢＳの取材班

福
岡
さ
く
ら
の
会
が
寄
贈

進
藤
先
生
像
前
に
﹁
ベ
ニ
ヤ
エ
シ
ダ
レ
﹂

　

福
岡
さ
く
ら
の
会
（
松
村
隆

会
長
）
は
、
福
岡
市
美
術
館
に

建
つ
進
藤
一
馬
先
生
の
銅
像
前

に「
ベ
ニ
ヤ
エ
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
」

＝
写
真
＝
一
本
を
寄
贈
し
た
。

（
一
面
参
照
）

　

進
藤
先
生
の
銅
像
周
辺
が
整

備
さ
れ
る
の
に
合
わ
せ
て
、
桜

が
好
き
だ
っ
た
先
生
に
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
計
画
さ
れ
、
周

辺
の
整
備
が
完
了
し
た
二
月

十
七
日
に
移
植
し
た
。

　
「
ベ
ニ
ヤ
エ
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
」

は
京
都
が
原
産
の
八
重
の
シ
ダ

レ
ザ
ク
ラ
。
咲
き
始
め
の
こ

ろ
、
紅
色
が
濃
い
の
が
特
徴
。

常
緑
樹
が
多
い
銅
像
周
辺
に
、

彩
り
を
添
え
る
こ
と
に
な
る
。

鳥
飼
八
幡
宮　

社
務
所
が
完
成

完
成
し
た
社
務
所
と
山
内
宮
司
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代
表
取
締
役
社
長

花　

田　
　
　
　

勲

専
務
取
締
役

児　

玉　
　

和　

久

九
星
飲
料
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

会　
　
　

長

仲　

原　

志　

平

福
岡
県
糸
島
市
波
多
江
字
中
川
原
一
〇
〇

電　

話
（
〇
九
二
）
三
二
四
│
九
九
九
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
九
二
）
三
二
四
│
九
九
〇
〇

本　
　

社

伊
都
工
場

http://www.kyusei.co.jp/

　
　
　

▼
法
人
の
部

　
【
三
万
円
】

バ
イ
オ
テ
ッ
ク
㈱　
（
東
京
都
）

　
　
　

▼
個
人
の
部

　
【
二
万
円
】

山
嵜　

泰
生　
　
（
那
珂
川
町
）

　
【
一
万
円
】

秋
山　

金
蔵　
　
　
（
福
岡
市
）

中
井　

裕
子　
　
　
（
松
戸
市
）

井
手　
　

泉　
　
　
（
福
岡
市
）

大
江
田　

信　
　
（
太
宰
府
市
）

（
２
月
16
日
現
在
・
敬
称
略
）

賛
助
会
員
芳
名
録

　

日
中
両
国
の
有
識
者
十
人
ず

つ
で
構
成
す
る
「
歴
史
共
同
研

究
委
員
会
」
が
、
一
月
三
十
一

日
に
双
方
の
論
文
を
ま
と
め
た

初
の
報
告
書
を
公
表
し
た
、
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
二
月
一
日
の

新
聞
で
報
道
さ
れ
た
。

　
「
南
京
大
虐
殺
」
の
犠
牲
者

の
数
で
日
中
間
の
見
解
が
一
致

し
な
い
こ
と
な
ど
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
た
が
、
西
日
本
新
聞

は
サ
イ
ド
記
事
に
「
食
い
違
い

さ
ら
に
精
査
を
」
の
見
出
し
で

石
井
明
・
東
大
名
誉
教
授
（
東

ア
ジ
ア
国
際
関
係
史
）
の
報
告

書
を
ど
う
評
価
す
る
か
の
談
話

が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中

で
石
井
名
誉
教
授
は
、
太
平
洋

戦
争
に
お
い
て
Ａ
級
戦
犯
の
罪

に
問
わ
れ
、
文
民
で
た
だ
一

人
、
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
廣
田

弘
毅
先
生
に
関
し
て
中
国
側
は

記
述
し
「
日
中
関
係
の
改
善
に

努
力
し
て
い
た
」
と
認
め
て
い

る
、
と
語
っ
て
い
る
。

　

石
井
名
誉
教
授
談
話
の
関
係

廣
田
先
生
﹁
侵
略
の
先
頭
に
立
た
ず
﹂

日
中
歴
史

共
同
研
究

中
国
側
論
文
が
認
識
示
す

部
分
の
要
点
を
次
に
紹
介
す

る
。

　

─
日
中
双
方
と
も
事
実
に
基

づ
い
て
論
文
を
執
筆
す
る
よ
う

努
め
、
評
価
で
き
る
研
究
結
果

に
な
っ
た
と
思
う
。
共
同
研
究

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
前
か
ら

の
双
方
の
研
究
者
の
努
力
が
反

映
さ
れ
た
。

　

…
（
中
国
側
は
）
廣
田
弘
毅

元
首
相
に
つ
い
て
も
、「
日
中

関
係
の
改
善
に
努
力
し
て
い

た
」
と
認
め
、
必
ず
し
も
侵
略

の
先
頭
に
立
っ
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
と
の
認
識
が
示
さ
れ
て

い
る
。
─

　

刑
の
執
行
か
ら
六
十
一
年
余

り
が
経
過
す
る
が
、
廣
田
先
生

に
着
せ
ら
れ
た
濡
れ
衣
が
、
一

日
も
早
く
、
国
際
的
に
も
晴
ら

さ
れ
る
こ
と
が
日
本
国
民
の
願

い
で
あ
る
。

　

悲
運
の
宰
相
、
廣
田
弘
毅

先
生
の
ご
遺
徳
を
顕
彰
す
る

社
団
法
人
廣
田
弘
毅
記
念
青

少
年
育
成
会
主
催
の
今
年
の

「
廣
田
弘
毅
先
生
顕
彰
祭
」

は
、五
月
十
五
日
（
土
曜
日
）

に
齋
行
さ
れ
る
。
時
間
は
午

前
十
一
時
か
ら
。

　

場
所
は
福
岡
市
中
央
区
城

内
五
（
福
岡
市
美
術
館
入
り

口
）
の
廣
田
先
生
銅
像
前
。

　

参
加
費
は
千
円
。

　

詳
細
は
玄
洋
社
記
念
館

（
電
話
０
９
２
・
７
６
２
・

２
５
１
１
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
を
。

　

大
勢
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

本
紙
１
面
で
「
周
辺
が
整

備
さ
れ
た
」
と
紹
介
し
た
進

藤
一
馬
先
生
の
銅
像
は
、
廣

田
先
生
の
銅
像
の
北
側
約
五

十
㍍
の
位
置
に
あ
る
。
廣
田

先
生
の
顕
彰
祭
ご
出
席
の
折

に
ご
覧
に
な
る
の
も
よ
い
で

し
ょ
う
。

﹁
廣
田
弘
毅
先
生
顕
彰
祭
﹂

今
年
は
５
月
15
日
に
齋
行

賛
助
会
費
の
受
け
付
け
を
同

月
一
日
か
ら
始
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

法
人
会
員
の
皆
様
、
個
人

会
員
の
皆
様
に
は
、
景
気
の

先
行
き
も
定
か
で
な
い
中
、

誠
に
恐
縮
で
は
あ
り
ま
す

が
、
何
卒
よ
ろ
し
く
ご
賛
助

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

賛
助
会
費
の
受
け
付
け
要

領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
【
賛
助
会
費
の
額
】

　

▽
個
人
会
員
＝
一
口
一
万

円
　

▽
法
人
・
団
体
会
員
＝
一

口
三
万
円

　

納
入
は
郵
便
振
込
ま
た
は

銀
行
振
込
で
お
願
い
致
し
ま

す
。
振
込
先
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
【
郵
便
振
込
】
口
座
番
号

０
１
７
７
０
～
１
～
２
０
７ 

３
８

　
【
銀
行
振
込
】
西
日
本
シ

テ
ィ
銀
行
赤
坂
門
支
店　

普

通
預
金　

口
座
番
号
０
７
４ 

０
０
４
７

　

宛
名
は
い
ず
れ
も
「
玄
洋

社
記
念
館
」
で
す
。

　
　
　
　

　

春
暖
の
候
、
玄
洋
社
記
念

館
賛
助
会
員
の
皆
様
に
は
ご

健
勝
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
日
ご
ろ
か
ら
当
記
念
館

の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
お
陰
を
も
ち
ま
し

て
、
玄
洋
社
記
念
館
は
、
昨

年
度
も
先
覚
顕
彰
行
事
な
ど

所
定
の
活
動
を
滞
り
な
く
す

ま
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
四
日
に
実
施
し

ま
し
た
「
中
野
正
剛
先
生
顕

彰
祭
」（
主
催
は
中
野
正
剛

先
生
顕
彰
会
）
に
は
、
中
野

先
生
の
令
孫
、
真
理
・
ヘ
ー

ゼ
ル
ウ
ッ
ド
さ
ん
、令
曾
孫
、

中
野
慧
さ
ん
の
二
人
が
そ

ろ
っ
て
出
席
さ
れ
、
顕
彰
祭

の
意
義
が
一
層
深
ま
り
ま
し

た
。
初
出
席
の
慧
さ
ん
は
、

昨
年
、
地
元
の
西
日
本
新
聞

社
に
入
社
さ
れ
て
お
り
、
中

野
先
生
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
血
筋
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た

も
の
で
し
た
。

　

さ
て
、
本
年
も
新
年
度
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
当
記
念

館
は
平
成
二
十
二
年
度
分
の

会
費
納
入
の
お
願
い

会
費
納
入
の
お
願
い

社
団

法
人
玄
洋
社
記
念
館

平
成
22
年
度



　

明
治
十
年
三
月
二
十
八
日
未

明
、
武
部
小
四
郎
・
越
知
（
越

智
と
も
）
彦
四
郎
を
大
隊
長
と

す
る
福
岡
士
族
の
蜂
起
、
い
わ

ゆ
る「
福
岡
の
変
」が
起
き
た
。

折
し
も
西
南
戦
争
田
原
坂
の
激

戦
が
続
き
、
博
多
湾
に
は
官
軍

兵
士
を
乗
せ
た
艦
船
が
次
々
に

入
り
、
兵
士
は
久
留
米
・
大
牟

田
へ
と
南
下
し
て
い
た
。
負
傷

兵
は
逆
の
ル
ー
ト
で
後
送
さ
れ

て
く
る
。
福
岡
・
博
多
は
官
軍

の
兵
站
基
地
と
も
言
え
た
。
警

戒
厳
重
な
そ
の
お
膝
元
で
の
戦

火
勃
発
だ
っ
た
。

　

若
き
日
を
遊
蕩
に
過
ご
し
た

森
震
志
は
、
成
長
す
る
に
つ
れ

て
精
神
的
に
も
た
く
ま
し
く
な

り
、
蜂
起
し
た
福
岡
士
族
の
幹

部
の
一
人
と
な
っ
て
い
た
。
こ

の
物
語
は
実
在
の
人
物
・
森
震

志
の
生
き
様
を
縦
糸
に
、
彼
を

と
り
ま
く
女
性
た
ち
の
悲
劇
を

織
り
込
み
な
が
ら
「
福
岡
の

変
」
を
描
い
た
珍
し
い
小
説
で

あ
る
。
作
者
は
森
震
志
の
生
涯

を
誰
か
か
ら
聞
き
取
っ
た
と
思

わ
れ
、
い
わ
ゆ
る
土
地
勘
が
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、
お
お
む
ね

事
実
に
合
致
し
た
記
述
と
な
っ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
小
説
で
あ

る
限
り
、
想
像
で
埋
め
た
部
分

が
多
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

　

さ
れ
ば
今き

ょ
う日
し
も
、
人
々
は

恐
れ
惑
ひ
て
閉
籠
り
し
が
、
妾わ

ら
わ

【
震
志
の
愛
人
、
小
梅
】
は
君

の
身
の
上
の
心
に
か
ゝ
り
て
落

居
ぬ
侭
、
夕
暮
ち
か
き
頃
ほ
ひ

に
、
密ひ

そ
かに

内
を
忍
び
出い

で

、
箱
崎

の
八
幡
宮
迄
詣
で
行
き
、
君
の

玄　　　　　　　　　洋平成２２年４月１日 第　１０６　号（４）

 

宇
田
川
文
海
『
西
南
拾
遺
』（
十
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）

明
治
十
二
年
九
月
刊
行

　
　

小
室
信
介
閲

　
　

宇
田
川
文
海
編
輯

﹃
西
南
拾
遺
﹄
巻
之
四

武
運
を
祈
り
つ
ゝ
、
漸
く
今
頃

帰
り
来
し
に
、
図は

か

ら
ず
爰こ

処こ

に

て
逢
ひ
見
ん
と
は
、
此こ

も
正
八

幡
の
利り

益や
く

に
や
候そ

う
ら

は
ん
。
い

ざ
、
内
に
入
り
て
語か

た
らひ
玉
ひ
ね

と
云
ひ
つ
ゝ
、
手
を
取
り
ゆ
か

ん
と
な
す
に
、
震
志
は
其
が
手

を
ふ
り
放
し
つ
、
声
は
げ
ま
し

て
云
ひ
け
る
は
、
此こ

は
益や

く

な
き

事
を
す
る
者
か
な
。
我わ

れ

が
今こ

よ
い夜

此こ

処こ

に
来
し
は
斯
く
淫お

ぼ

れ
た
る

心
な
ら
ず
。
敵
の
陣
処
を
覗
ふ

て
明
日
の
軍
配
を
も
定
め
ん
為

ぞ
。
就つ

き

て
は
道
も
遠
か
ら
ね

ば
、
汝い

ま
しに

一
目
外よ

そ

な
が
ら
永
き

訣わ
か
れを
告
げ
な
ん
と
て
、
か
く
夜

を
侵
か
し
て
来
ぬ
る
な
り
。

　

抑
も
我
が
今こ

ん
た
び度

の
思
ひ
立
ち

た
る
大
望
も
、
昨よ

夜べ

の
不
覚
に

今
日
の
敗
北
、
兎
て
も
成
就
の

目め

的ど

も
な
け
ね
ば
、
只
此
上
は

屑い
さ
ぎよ
く
討
死
な
さ
ん
と
思
ひ
定

め
ぬ
。
い
か
で
汝
は
行
末
長
く

百
年
の
齢よ

わ
いを
も
保
ち
候
ひ
て
、

余
が
没
後
の
供
養
を
も
偏ひ

と
えに
頼

み
候
ふ
か
し
。
此こ

は
聊
か
な
れ

ど
、
後
々
の
遺か

た
み物
と
見
な
し
候

へ
と
云
ひ
つ
ゝ
、
懐

ふ
と
こ
ろか
い
探
ぐ

り
て
黄こ

が
ね金
若そ

こ

干ば
く

取
り
出
て
、
小

梅
の
袂
に
お
し
入
れ
つ
。

　

い
ざ
是
に
て
用
済
み
た
り
。

名
残
を
し
く
も
相
別
れ
ん
と
い

ひ
様
、
ひ
ら
り
と
身
を
ひ
ね
り

て
、
元
来
し
方
へ
馳
せ
ゆ
く
に

ぞ
。
小
梅
は
あ
な
や
と
打
驚

き
、
引
留
め
ん
と
な
し
た
り
し

が
、
闇
は
あ
や
な
し
暗
ま
ぎ

れ
、
次
第
に
足
音
遠
ざ
か
り
て

行
衛
も
知
ら
ず
な
り
に
け
り
。

　

斯
く
て
震
志
は
小
梅
に
別
れ

て
七
車
村
【
七な

な
く
ま隈

で
あ
ろ
う
】

に
立
帰
り
見
る
に
、
敵
押
寄
せ

し
体て

い

も
な
く
、
渠き

ょ
か
い魁
の
人
々
打

集つ
ど

ひ
て
、
軍い

く
さの
評
定
区ま

ち
ま
ち々

な
る

処
な
り
し
か
ば
、
稍
先
づ
心

安お
ち
い堵
つ
ゝ
其
席
に
加
は
り
て
、

明
日
の
戦せ

ん

図ど

は
兎
や
せ
ん
角
や

せ
ん
と
商
議
な
し
け
る
。
敗
軍

の
将
は
以
て
勇
を
語
る
可べ

か

ら
ず

と
は
宜う

べ

な
る
哉
。
越
智
・
久
光

【
忍
太
郎
】・
加
藤
【
堅か

た

武む

】

の
輩

と
も
が
らも
、
両
度
の
敗や

ぶ
れに
気き

後お
く

れ

し
や
、
花
々
敷
軍
議
も
得
為
さ

ず
。
只
身
を
逃
る
ゝ
策
の
み
を

論
じ
居
れ
ば
、
其
言
ふ
事
も
己お

の

が
随
意
に
て
決
定
す
べ
く
も
見

え
ざ
り
け
り
。

　

斯
く
軍
議
に
時
を
移
せ
し
か

ば
、
東
方
稍
白
く
東し

の
の
め雲
の
空
ほ

が
ら
か
に
明
ゆ
き
て
、
物
の

黒あ
や
め白
も
弁わ

き
まふ
べ
く
な
り
ぬ
。

　

時
し
も
彼
方
の
森
に
あ
た
り

て
、
い
と
騒
が
し
ふ
音
の
な
し

て
、
宿ね

ぐ
ら栖
の
鴉
む
ら
む
ら
バ
ッ

と
此
方
を
さ
し
て
飛
来
る
に
、

震
志
は
屹
と
眼ま

な
こを
つ
け
、
如
何

に
、
方か

た
が
た々

注
意
し
候そ

う
らへ
や
。
鳥

驚
く
者
は
伏
兵
な
り
と
は
兵
家

の
戒
め
に
し
て
、
昔
八
幡
太
郎

が
奥
州
征
伐
の
砌
、
深
く
も
こ

れ
を
覚
り
し
処
な
り
。
今
彼
方

の
森
に
あ
た
り
て
怪
し
き
物
の

響
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
宿ね

ぐ
ら栖
鴉

の
飛
び
騒
ぐ
は
必
定
敵
の
伏
勢

あ
り
と
覚
え
候
ふ
ぞ
や
。
防
戦

の
用
意
、
怠
り
候
な
と
下
知
も

為し

果は

て
ぬ
其そ

の
う
ち中
に
、
は
や
森
陰

に
は
一
隊
の
兵
卒
現
れ
出
、
小こ

銃づ
つ

の
筒
先
揃
え
て
釣
瓶
打
ち
に

打
放
し
け
れ
ば
、
す
は
や
、
敵

押
寄
せ
来
れ
り
と
驚
騒
ぐ
こ
と

大
方
な
ら
ず
。

　

槍
よ
、
刀
よ
と
周あ

わ
て章
る
内
、

官
軍
の
飛
丸
に
中あ

た

り
て
死
す
る

者
二
十
余
人
に
及
び
し
か
ば
、

臆
病
風
の
附
き
た
る
賊
兵
、
這こ

は
叶
は
じ
と
や
思
ひ
け
ん
。
皆

逸
足
出
し
て
逃
行
く
に
ぞ
。

　

震
志
は
此こ

の
て
い体

を
見
て
歯
噛
を

な
し
、
言い

い

甲が

斐い

な
き
人
々
と
志

を
同
ふ
し
て
、
斯
く
も
恥
辱
を

見
る
も
の
か
な
。
い
で
花
々
敷

討
死
し
て
勇
士
の
最
期
を
臆
病

者
等
に
見
せ
申
さ
ん
と
云
ひ

つ
ゝ
、
大た

い
と
う刀
を
真ま

っ
こ
う向
に
ふ
り
か

ざ
し
て
、
官
軍
の
中
に
飛
入
ら

ん
と
な
し
た
り
し
が
、
斯
く
と

見
る
よ
り
、
越
智
・
加
藤
等
慌

た
だ
し
く
走
り
来
り
て
、
震
志

を
確し

か

と
抱
き
止
め
、
此
は
物
に

狂
ひ
し
か
、
森
氏
に
は
何
を
も

て
今
日
討
死
せ
ん
と
為
し
候
ふ

ぞ
や
。
勝
敗
は
兵
家
の
常
な

り
。
僅
か
に
一
両
回
の
敗
走
を

も
て
終
身
の
恥
辱
な
り
と
思
は

る
ゝ
は
、
日
頃
に
似に

気げ

な
き
小

慮
に
候
ふ
。

　

君
聞
か
ず
や
、
漢
の
高
祖
は

七
十
二
戦
に
敗
北
し
て
最
後
の

一
戦
に
天
下
を
保
つ
。
我
輩
運

命
拙
な
く
一
度
の
勝
利
を
得
ざ

る
と
も
、
恥
を
忍
び
世
に
存な

が
らへ

ば
、
又
如
何
な
る
時
機
の
至
ら

ん
も
知
る
可
ら
ず
。
且
は
西
郷

大
将
【
隆
盛
】
に
は
尚
熊
本
城

を
攻
囲
ん
で
兵
力
未
だ
衰
へ
ず

と
聞
け
り
。
兎
に
も
角
に
も
一

命
を
全ま

っ
とふ
し
て
、
他
日
の
謀

は
か
り
ご
とを

な
す
に
は
如し

か
ず
。
い
ざ
兵
々

【
共
々
の
間
違
い
か
】
に
落
延

ん
。
短
慮
功
を
成
さ
ず
と
か

や
。
我
輩
に
従
ふ
て
来
り
候
へ

と
云
ひ
つ
ゝ
、
引
立
て
落
ゆ
け

ば
、
震
志
も
実げ

に
も
と
覚
り

つ
ゝ
、
同
国
金か

な
た
け武
村
迄
引
揚
げ

け
る
。　

玄
洋
社
関
係
史
料
の
紹
介

石
瀧　

豊
美

石
瀧　

豊
美

第 48 回

　

森
震
志
等
、
兵
を
挙
ぐ
。

　

賊
兵
敗
北
。（
続
き
）

▶11◀

　

或
時
先
生
の
お
供
を
し
て
大
原
義
剛
と
私
の
三
人
で
熊
本

の
佐
々
友
房
さ
ん
を
訪
ね
、
或
る
料
理
屋
に
招
待
さ
れ
た
事

が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
案
内
さ
れ
た
料
理
屋
の
二
階
の
一
間

に
入
る
と
直
ぐ
に
床
の
間
を
背
に
し
て
座
を
占
め
、
大
原
を

傍
ら
に
呼
ん
で
、

　
「
吾
々
は
客
に
呼
ば
れ
た
の
だ
か
ら
貴
様
も
正
面
に
座
っ

て
居
れ
。」

　

と
言
う
て
大
い
に
威
を
作
っ
て
居
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

一
方
進
藤
先
生
は
二
階
の
階
段
を
上
っ
た
所
の
上
り
口
に
静

か
に
座
っ
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
し
た
。
や
が
て
佐
々
さ

ん
を
は
じ
め
安
達
謙
藏
等
の
錚
々
た
る
壯
士
豪
傑
連
中
が

参
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
一
同
鄭
重
に
進
藤
先
生
に
挨
拶

を
し
先
生
を
中
心
に
座
を
占
め
て
居
っ
て
吾
々
を
気
に
も
か

け
な
い
風
で
あ
り
ま
し
た
。

　

吾
々
は
熊
本
壯
士
に
負
け
る
も
の
か
と
気
負
ふ
て
居
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
が
、
遂
に
先
生
の
徳
に
及
ば
ず
大
恥
を
か
い

た
の
で
あ
り
ま
し
て
先
生
は
此
の
様
に
気
取
り
の
な
い
方
で

あ
り
な
が
ら
深
く
尊
敬
さ
れ
た
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
。

　

天
下
が
先
生
の
功
績
を
知
っ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
人
格
、
風
丰
、
挙
動
に
ほ
こ
ら
し
い
所
が
一
切
な

く
、
己
を
空
し
う
し
て
他
を
推
す
先
生
の
眞
面
目
は
私
が
最

も
敬
服
し
て
居
っ
た
点
で
あ
り
ま
し
て
、
先
生
は
深
い
深
い

人
格
の
方
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。（
こ
の
項
終
わ
り
）

　
　
　
　
　
　
　

◇              

◇

　

※
進
藤
喜
平
太
の
思
い
出
・
第
２
部
「『
追
悼
録
』
か
ら
」

は
、
末
永
節
先
生
の
項
を
今
号
で
終
わ
り
、
次
号
か
ら
葛
生

能
久
先
生
の
「
進
藤
喜
平
太
先
生
追
懐
談
」
を
掲
載
し
ま
す
。

進
藤
喜
平
太
の
思
い
出
・
第
２
部

「
追
悼
録
」か
ら

進
藤　

喜
平
太
先
生    　
末
永　

節
（
談
）

玄　　　　　　　　　洋平成２２年４月１日 第　１０６　号（２）
　

韓
国
の
テ
レ
ビ
局
Ｋ
Ｂ
Ｓ

（
韓
国
放
送
公
社
）
の
取
材
班

三
人
が
、昨
年
十
二
月
十
九
日
、

崇
福
寺
（
福
岡
市
博
多
区
千
代

四
丁
目
）
内
の
玄
洋
社
墓
地
を

撮
影
、
取
材
し
た
。

　

取
材
班
は
沈
光
欽
（
シ
ム
・

カ
ン
フ
ム
）
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
カ
メ
ラ
マ
ン
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
三
人
。Ｋ
Ｂ
Ｓ
が
、

今
年
一
月
に
放
送
し
た
Ｋ
Ｂ
Ｓ

歴
史
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
一
〇
〇
年

ぶ
り
の
追
跡
…
」
の
取
材
だ
っ

た
。

　

同
番
組
は
、
明
治
二
十
八
年

（
一
八
九
五
）
十
月
八
日
に
当

時
の
朝
鮮
で
起
き
た
王
妃
・
閔

妃
（
ビ
ン
ヒ
）
の
暗
殺
事
件
で

あ
る
「
乙
未
事
件
」、
日
本
で

い
う
「
閔
妃
事
件
」
が
テ
ー
マ
。

事
件
に
加
わ
っ
た
朝
鮮
訓
練
隊

の
大
隊
長
、
兎
範
善
が
、
日
本

に
亡
命
し
て
八
年
後
の
明
治

三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
広

島
で
朝
鮮
人
亡
命
者
、
高
永
根

に
殺
害
さ
れ
た
こ
と
を
底
流

に
、
二
人
が
な
ぜ
日
本
に
亡
命

し
、
亡
命
先
で
殺
し
、
殺
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
を

追
跡
す
る
中
で
、
未
だ
に
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
事
件
の
真

相
に
迫
る
、
と
い
う
も
の
。

　

同
事
件
に
は
月
成
光
と
藤
勝

顕
の
二
人
の
玄
洋
社
員
も
加

わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
日

の
取
材
と
な
っ
た
。

　

取
材
班
は
墓
地
の
情
景
や
墓

地
に
建
つ
「
玄
洋
社
員
銘
塔
」

な
ど
を
撮
影
し
た
。

　

こ
の
あ
と
取
材
班
は
、
同
区

上
川
端
の
櫛
田
神
社
を
訪
れ
、

藤
が
奉
納
し
た
日
本
刀
を
取
材

し
た
。

　

藤
は
高
場
乱
の
興
志
塾
の
門

下
生
。
石
瀧
豊
美
氏
が
著
し
た

「
玄
洋
社
発
掘
」
増
補
版
に
よ

る
と
、
藤
は
、
事
件
の
犠
牲
者

の
冥
福
を
祈
っ
て
、
福
岡
藩
の

勤
王
派
家
老
、
加
藤
司
書
公
の

菩
提
寺
の
「
節
信
院
」
に
子
安

観
音
像
を
建
立
し
た
。
藤
が
閔

妃
に
似
せ
て
下
絵
を
描
き
銅
像

と
し
て
作
成
さ
れ
た
が
、
戦
時

中
に
供
出
さ
れ
た
。
戦
後
、
石

像
で
再
建
さ
れ
た
。　

　

取
材
班
は
前
日
は
熊
本
市
を

訪
れ
る
な
ど
、
国
内
の
同
事
件

ゆ
か
り
の
地
を
取
材
し
た
。

　

改
修
し
て
い
た
中
野
正
剛
先

生
ゆ
か
り
の
鳥
飼
八
幡
宮
＝
福

岡
市
中
央
区
今
川
二
＝
の
社
務

所
が
昨
年
末
、
完
成
し
た
。

　

モ
ダ
ン
な
設
計
で
、
お
札
授

与
所
も
見
違
え
る
よ
う
に
明
る

く
な
っ
た
。

　

山
内
勝
二
郎
宮
司
は
「
初
も

う
で
の
参
詣
者
に
も
好
評
で
し

た
」
と
喜
び
の
表
情
。
境
内
の

樹
木
も
手
入
れ
さ
れ
た
。

韓
国
Ｋ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ

玄
洋
社
墓
地
を
取
材

閔
妃
事
件
の
真
相
求
め玄洋社墓地を撮影するＫＢＳの取材班

福
岡
さ
く
ら
の
会
が
寄
贈

進
藤
先
生
像
前
に
「
ベ
ニ
ヤ
エ
シ
ダ
レ
」

　

福
岡
さ
く
ら
の
会
（
松
村
隆

会
長
）
は
、
福
岡
市
美
術
館
に

建
つ
進
藤
一
馬
先
生
の
銅
像
前

に「
ベ
ニ
ヤ
エ
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
」

＝
写
真
＝
一
本
を
寄
贈
し
た
。

（
一
面
参
照
）

　

進
藤
先
生
の
銅
像
周
辺
が
整

備
さ
れ
る
の
に
合
わ
せ
て
、
桜

が
好
き
だ
っ
た
先
生
に
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
計
画
さ
れ
、
周

辺
の
整
備
が
完
了
し
た
二
月

十
七
日
に
移
植
し
た
。

　
「
ベ
ニ
ヤ
エ
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
」

は
京
都
が
原
産
の
八
重
の
シ
ダ

レ
ザ
ク
ラ
。咲
き
始
め
の
こ
ろ
、

紅
色
が
濃
い
の
が
特
徴
。
常
緑

樹
が
多
い
銅
像
周
辺
に
、
彩
り

を
添
え
る
こ
と
に
な
る
。

鳥
飼
八
幡
宮　

社
務
所
が
完
成

完
成
し
た
社
務
所
と
山
内
宮
司

七
隈
・
金
武
の
戦
い
に
続
く
野
芥
村
の
戦
い
で
野
芥
神
社
に
立
て
こ
も
る
福
岡
党
と
官
軍

の
戦
い
を
描
い
た
同
神
社
本
殿
の
絵
馬
＝
福
岡
市
早
良
区
野
芥
四
丁
目


